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6. 両側の子宮は合して産卵孔にのぞむ。扇平
な消化管も見られる

7. 豚の腸を開いてみるとこんなにIEI虫がし、
ることもある。

8. 分裂前の回虫卵の中てt主lfl員粒が躍動
していた。

9. 単純l胞が2分裂する像が動的にとら

えられた。

10. これらは次第に仔虫に成熟していく。

11. カバーグラスを押して仔虫をとり出した。
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1寄生虫学遍路 S(13) (遺稿j

宮室産主吉田貞雄

英国滞在

一年有半，楽しく面白くすごした僚かしい米国も今

日限り とL、う 1920年11月27日の朝，出立しようとして

いる間際に，横川定教授が偶然訪ねてくれた。厚意、を

深謝しつつ一緒にニューヨーク埠頭に向い，多くの内

外知人に見送られ，その頃大西洋航路で最大最新の客

船オリンピック号に乗りこんだ。

12月4日午後5時，サウザンプトン港に到着した。

万事米国と様子の違う英国風に，少なからずまごつき，

ロンドン行の汽車に乗るまでに， 自分で荷物の始末を

せねばならぬので，知らぬ土地で陽は暮れ忙しい自に

あうのはイヤなものと思った。それでもどうにか荷物

の始末もつき汽車に乗り込み 8時頃無事ロンドンの

ウォ ータノレー駅に着き，知人に迎えられかねて友人に

世話してもらった宿舎に落着くことができた。外国で

知らぬ所に夜おそく着くと，宿舎の有無が一番気にか

かるもので，かねて依頼してあったもののロンドンに

着き友人に逢うまでは心配であった。

アメリカ大l援の旅行では，行く先々のホテノレを予約

することにつとめたが，欧州旅行では短い期間になる

べく多くの所を訪ね，多くの人々に面接するため， 同

じ土地に滞在する日時を節約したいことから，訪問す

べき人々の面接可能な日時の問い合わせに心を配った。

幸に各氏の厚意により ，短期の視察旅行で最大の収獲

をおさめ得たことは非常に幸運であった。

英国滞在は， 同地を根拠地として欧州大|監を巡遊し

た関係上， 12月上旬ロンドン到着後翌年1月末大陸へ

出発するまでの約一ヶ月半と ，4月初め大陸から帰り

向15日帰国の途につくまで約半月で，合計約2ヶ月の滞

在で多くはロンドンとケンブリッジの二ケ所であった。

ケンブリッジ大学

米国にいる頃から，英国に着いたら第ーにケソブリ

ッジ大学のナッタル教授の許に行きたいことを，文通

しておいたので， ロンド γに到着-すると一番に同教援

のご都合を問し、合わせたところ， 12月24日頃まで教室

にいるが，その後はクリスマス休暇や新年で1月8日

まで教室を閉鎖するとの返事であったので， 12月14日

から24日まで、同所に厄介になることに決め， 14日同大

学を訪ねた。飯島先生やウォード教援の紹介状があっ

たほか，私も日本にいる時からたびたび文通し，また

同教授の主宰する寄生虫学雑誌に寄稿した関係もあり，

非常に親切に迎えられ，多くの便宜を与えてもらった。

この教室は余り広くはなく古ぼけたところであった

が，多数の研究者がいた。その中に思いがけなくも，

スチュワード氏 (F.Stewart)がし、た。氏は姻虫の発

育研究で有名な人で，かねてから文通もし論文の交換

もしたので，是非一度逢いたいと思っていたが，氏は

軍事誌にある身で，ある時はエジプトに，ある時は香港

にと，所を定めず転々として相会する機会がなかった

から，このときの奇過は誠に幸であった。数多くの標

本など見せてもらい話し合うことができた。また別の

教室には縄の研究で有名なグラハム ・スミ ス氏 (Gra-

ham Smith)が~、て紹介してもらった。 同氏は 日本人

にもよく知られ，有名な縄に関する成書も刊行され広

く愛読されている。(次号につづく)

映画説明 (4頁よりつつく)

分裂の時聞を計測してみると，単細胞のー似IJ ~;こ白い

割目が出来たのが撮影開始後43分20秒。全体に細い線

が入ったのが1時間6分40秒目， それがダノレマ状に変

化したのが2時間23分20秒。完全に2つにわかれたの

は3時間6分40秒であった。つまり 3時間で2分割が

行われたと恩われる。室1昆約270C。
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|研究業績目録 |
終戦後満洲の寄生虫保有率(民族別)

中国人|ソ連人|日本人
検査人員400人 39人 515人

12 

亀谷了・石浜光(1953):戦後の満測における寄生虫

(1)日・中・ソ三民族の比較。

医学と生物学。 26(1). 27-29. 

KAMEGAI. S. & H. ISHIHAMA (1953) : 

The percentages of parasites among the Japane-

se. Chinese and Soviet peoples in Manchuria in 

the post-war time. compared with those in the 

pre-war time. 1. The post-war percentages of 

parasites among the Japanese. Chinese and Soviet 

peoples in Manchuria. Medicine and Biology 26 

(1). 27-29. 

日本では戦争末期から戦後にかけて急速に回虫が増

加した。敗戦のもたらした特有な現象といわれている。

外地において敗戦を迎え恐怖と混乱の巷に初復した日

本人においてはどのような変化が現われたか，中国人

姻 300 (75%) 

鈎 5(1. 2%) 

F誕 4(1.0%) 

続 1(0.2%) 

肝吸虫 1(0.2%) 

広条 。
媛条 。
有無鈎 2(0.5%) 

赤ア 43(179百)

大ア 91(229杉〕

ナナ 113(289杉)

沃ア 36( 99百)

トリコ 5(1. 2%) 

ジア 25(6.2%) 

キロ 2(0.5%) 

プラスト66(169百)

11 (289百) 228 (44%) 。 2 (0.3%) 。 6 (1.1%) 。 2 (0.3%) 。 3 (0.5%) 

1 (2.5%) 。。 1 (0.1%) 

1 (2.5%) 1 (0.1%) 

。 8 (1. 5%) 

11 (28%) 44 (8.5%) 

8 (209杉) 42 (8.1%) 。 。
3 (7.5%) 6 (1. 2%) 

4 (109杉) 35 (6.7%) 。 3 (0.5%) 

9 (23%) 36 (6.9%) 
一、

には果して変化が起きたか，ソ連人はどうであったか， 有鈎 ・無鈎(区別出来ず〕条虫はソ連人に割合が多

戦後2ヶ年の液陽(奉天〕における調査記録である。 い。肉食のためだろう。

日本人は旧満鉄社員とその家族515名。中国人は旧 赤痢アメ ーパは中国人17%で最高，日本人 1.5%.

満鉄社員と奉天近郊の農民，市内向善堂収容孤児 400 ソ述人にはいない。

名。ソ連人はいわゆる白系と進駐してきた軍人39名で 大腸アメーパはソ連人に最高289杉，中国人ほぼ同数，

あった。 日本人は約3分の 1である。

方法は生理食塩水塗抹1枚， 沃度沃度カ リ標本 I枚， 燦小アメーバは中国人最高28%.ソ連人がこれにつ

原虫の認められたものは鉄へマ トキシリン染色。 1人 ぎ日本人は約3分の し

1回。昭和21年7月よ り22年5月の問。 沃度ア メーパは独り中国人のみ9%.

成績:一括して表示する。 トリコモナス，ジアルジアはともにソ達人最も多く ，

姻虫はソ連人が一番少く28%.日本人がこれにつぎ 中国人，日本人には僅少。

449杉，中国人は最も多く759杉であった。 キロマティクスは中国人，日本人同数，ソ連人には

鈎虫 ・鞭虫は中日人には少数認められるがソ連人に ない。

は認められなし、。 小括以上を小括すると，寄生虫保有率は鷹虫，原

肝臓ジストマは日本人0.5%で最高，近くの鉄備は 虫阿方面ともに中国人が最大。隠虫では日本人が次位，

この浸淫地でこの保有者は釣の好きな男子であった。 ソ連人も少い。原虫ではソ連人が次位， 日本人ははる

広節裂頭条虫は リガからきたソ連電信技師から駆虫 かに少い。

して得た。従来満洲では報告例が少なかった。

× × × × 
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第24回日本寄生虫学会東日本支部大会

第16回日本衛生動物学会東日本支部大

会開催さる

両学会は下記の要領で開催されたc

会長 目黒寄生虫館々長亀谷 γ
会場 目黒寄生虫館，区立第三中学校講堂

j明日 衛生動物学会，昭和39年10月24日(:と)
寄生虫学会， 10月25日(臼〕

同学会とも多数会員の出席を得て， !t:長大に挙行され

た。本大会には各方面より援助をうけたが，地元有志

のほか目黒区当局よりも多大な援助をうけた事を銘記

し感謝の意を表します。

大会当日は予研，伝研の諸先生のごi協力を得て無事
運営することが出来たことも，手不足の当館にと って

は幸甚の至りでした。大会終了後は，オリオン社(社

長 片柳忠男氏)の後援により雅叙園において評議員

懇親会を開催し，種々有益な御指導をi揚ったこ とも感

.;':.'...."'_..'""'!' ._- 時 -! . _..， ~，~-;~ . ..r#，:̂..ふ"

訪jに堪えぬ次第でした。

大会の期間中は，森永乳業中央研究所の見学を行い，

同時に小野間山先生の遺品の展示会も行い 3 会員のみ

ならず一般の人士の見学も少なからずあって有賞、義に

学会の幕をとじることが出来た。 (亀谷)

第 41回生物学同好会

8 月 24 日(午後 71侍~ 9 時) 協和銀行 目黒支広講

堂において開催。

諮問l 東海区水産研究所理学博士阿部宗明氏。

演題魚の話(第419(1)主要魚類の特色。

品勾廻"，ぬ犠月

上 ・寄生虫学会 下 ・衛生動物学会

東京都目黒区下目黒 3ノ557・電話 (712)4432 財団法人・目黒寄生虫館・発行
開館・午前 11時~午後，4時月曜・ 祭日休館 館長 ・医博亀谷了，編集野々部春登

印刷・三協美術印刷株式会社


